
　
昨
年
秋
、
柏
崎
と
鎌
倉
を

舞
台
に
す
る
『
放
下
（
ほ
う

げ
）
〜
小
説
佐
橋
ノ
荘
』
を

新
潟
日
報
事
業
社
の
企
画
で

出
版
し
た
。
こ
の
物
語
を
書

い
た
動
機
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、

四
十
数
年
前
の
柏
高
で
の
記

憶
に
ま
つ
わ
る
も
の
だ
。

　
睡
魔
に
襲
わ
れ
そ
う
な
昼

下
が
り
の
古
文
の
授
業
だ
っ

た
。
厳
格
な
先
生
が
な
に
か

の
は
ず
み
で
「
こ
の
柏
崎
が

文
学
の
舞
台
に
な
っ
た
た
め

し
が
な
い
。
ま
あ
、
菊
池
寛

の
小
説
に
で
て
く
る
犯
人
が

柏
崎
出
身
だ
っ
た
な
」
と

言
っ
た
。
柏
崎
と
は
無
縁
の

菊
池
氏
が
書
い
た
『
恩
讐
の

彼
方
に
』
の
主
人
公
、
市
九

郎
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
不
甲
斐
な
い
生
徒
へ
の
一

喝
で
あ
ろ
う
。
今
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
言

葉
が
よ
ほ
ど
胸
に
刺
さ
っ
た

よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
年
月
を

経
て
、
長
ら
く
暮
ら
し
た
東

京
か
ら
鎌
倉
へ
と
居
を
移
し

た
。
詳
し
く
は
作
品
の
あ
と

が
き
に
書
い
た
が
、
佐
橋
ノ

荘
と
い
う
名
の
庭
の
紫
陽
花

が
き
っ
か
け
で
、
鎌
倉
御
家

人
の
毛
利
氏
の
前
史
を
た
ど

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
執
筆
の
動
機
と
別
に
、
書

く
べ
き
主
題
が
あ
っ
た
。
能

を
大
成
し
、
佐
渡
に
流
さ
れ

た
世
阿
弥
の
作
品
に『
柏
崎
』

が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
、
柏
崎

の
さ
る
豪
族
が
非
業
の
死
を

と
げ
、
残
さ
れ
た
者
が
「
生

死
（
し
ょ
う
じ
）
の
了
」
を

悟
る
ま
で
の
さ
ま
を
描
い
て

い
る
。
こ
れ
を
底
本
と
し
、

毛
利
氏
の
血
脈
と
絡
め
て
柏

崎
に
根
を
下
ろ
す
ま
で
を
解

き
明
か
そ
う
と
思
っ
た
。

　
だ
れ
し
も
生
に
喜
び
死
を

憂
う
る
よ
う
に
、
私
も
同
じ

道
を
歩
ん
で
き
た
。
な
か
で

も
、
柏
高
と
早
稲
田
で
学
び

舎
を
共
に
し
た
親
友
を
四
十

半
ば
で
喪
っ
た
悲
し
み
は
大

き
か
っ
た
。
新
聞
記
者
に

な
っ
て
世
界
の
紛
争
地
を
歩

い
て
み
て
、
大
切
な
人
を
亡

く
し
た
寄
る
辺
な
き
人
々
を

前
に
立
ち
尽
く
し
も
し
た
。

　
記
者
と
し
て
事
実
を
山
の

よ
う
に
書
き
つ
ら
ね
た
「
足

し
算
」
の
半
生
か
ら
、
小
説

を
書
く
者
と
し
て
真
実
を
露

わ
に
す
る
「
引
き
算
」
の
生

き
方
へ
道
を
改
め
た
。
気
が

つ
け
ば
、
古
里
こ
そ
文
学
を

生
む
土
地
で
あ
っ
た
。
世
阿

弥
に
せ
よ
、ド
ナ
ル
ド・キ
ー

ン
氏
ら
が
蘇
ら
せ
た
『
越
後

国
柏
崎　

弘
知
法
印
御
伝

記
』
に
せ
よ
、
そ
の
よ
き
証

左
と
な
ろ
う
。

　
だ
が
、
高
校
時
代
の
あ
の

先
生
の
一
喝
な
く
し
て
、
こ

れ
ほ
ど
情
熱
を
傾
け
て
小
説

を
書
け
た
だ
ろ
う
か
と
思
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
愛
郷
心

と
い
う
よ
り
も
、
い
わ
ば
海

や
大
地
や
歴
史
が
私
の
血
肉

に
な
っ
て
い
る
感
覚
だ
。
も

の
書
き
と
し
て
そ
れ
を
物
語

に
表
現
し
な
い
の
は
、
自
ら

の
存
在
を
証
明
で
き
な
い
の

と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

夏
に
な
れ
ば
ま
っ
黒
に

な
っ
て
泳
い
だ
日
本
海
の
光

と
色
、
秋
に
は
刈
り
入
れ
を

終
え
た
田
に
積
ま
れ
た
稲
穂

の
匂
い
、
冬
の
晴
れ
間
に
仰

ぎ
見
た
銀
嶺
の
米
山
。
記
憶

を
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
た

ど
っ
て
文
字
に
紡
い
だ
。
大

学
か
ら
帰
省
し
た
折
に
、
貞

心
尼
と
良
寛
の
跡
を
た
ど
っ

て
柏
崎
か
ら
旧
和
島
村
の
木

村
家
を
訪
ね
た
の
も
、
こ
の

作
品
の
伏
流
に
な
っ
て
い

る
。

　
あ
わ
た
だ
し
く
故
郷
を
離

れ
て
東
京
へ
進
学
し
、
母
校

の
恩
に
礼
を
尽
く
す
こ
と
も

で
き
ず
に
き
た
。
国
立
大
か

ら
私
学
志
望
へ
進
路
を
変
え

た
と
き
、
理
科
室
に
呼
び
出

さ
れ
武
士
道
を
説
く
よ
う
に

志
を
諭
し
て
く
れ
た
担
任
の

丸
田
信
一
郎
先
生
。
大
学
院

を
終
え
て
赴
任
し
た
担
任
の

渡
辺
浩
行
先
生
に
は
、
ま
る

で
後
輩
の
よ
う
に
接
し
て
も

ら
い
、
あ
の
こ
ろ
を
眩
し
く

思
い
出
す
恩
師
で
あ
る
。

　
縁
あ
っ
て
、
こ
の
小
説
を

新
潟
の
新
聞
社
か
ら
上
梓
で

き
て
、
自
分
に
か
な
わ
な

か
っ
た
里
帰
り
を
物
語
で
果

た
し
た
か
の
気
分
を
味
わ
っ

て
い
る
。
世
界
へ
扉
を
開
い

て
く
れ
た
柏
崎
の
懐
か
し
い

書
店
や
図
書
館
に
、
私
の
本

が
置
か
れ
て
い
る
と
聞
き
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　

令
和
三
年
度
の
柏
中
・
柏

高
同
窓
会
総
会
が
、
八
月
七

日
（
土
）
柏
崎
市
産
業
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
昨
年
度

は
中
止
さ
れ
た
記
念
文
化
講

演
会
が
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

ま
し
た
。講
師
は
、丸
紅（
株
）

理
事
熊
木
毅
氏
（
高
28
回
）。

　
熊
木
氏
は
、
中
学
・
高
校
・

大
学
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
注
力
。

そ
の
縁
で
大
学
の
先
輩
に
勧

め
ら
れ
て
丸
紅
に
入
社
。
初

め
は
電
力
用
石
炭
の
輸
入
部

署
に
配
属
、
１
９
９
１
年
か

ら
カ
タ
ー
ル
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
担
当

と
な
っ
た
。
当
時
は
湾
岸
戦

争
の
影
響
で
空
は
薄
茶
色

だ
っ
た
と
、
駐
在
員
が
歌
っ

た
替
え
歌
「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

砂
景
色
（
ド
ー
ハ
バ
ー
ジ
ョ

ン
）」
を
披
露
さ
れ
た
。

　

カ
タ
ー
ル
は
、
面
積
も
狭

く
人
口
も
少
な
い
国
だ
が
、

１
９
７
０
年
代
に
巨
大
な
天

然
ガ
ス
田
が
発
見
さ
れ
、
１

９
９
０
年
代
に
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の
生
産
を

開
始
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少

な
い
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
と
し

て
注
目
さ
れ
、
２
０
２
０
年

代
後
半
に
は
年
産
１
２
，
６

０
０
万
ト
ン
と
世
界
一
位
と

な
っ
た
。
日
本
も
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
１
９
９

０
年
代
か
ら
こ
れ
に
関
与
。

熊
木
氏
は
１
９
９
６
年
〜
１

９
９
９
年
カ
タ
ー
ル
の
丸
紅

ド
ー
ハ
支
店
に
駐
在
し
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
拡

張
に
尽
力
し
た
。
家
族
五
人

で
駐
在
中
の
カ
タ
ー
ル
人
や

他
企
業
の
方
と
の
親
し
い
交

流
に
つ
い
て
も
紹
介
。カ
タ
ー

ル
は
、
今
後
と
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生

産
の
増
強
に
加
え
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
国
際
会

議
の
ホ
ス
ト
、
国
際
問
題
の

仲
介
役
等
を
通
じ
て
国
際
的

な
地
位
向
上
及
び
貢
献
が
期

待
さ
れ
る
国
だ
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
母
校
に
は
広
い

世
界
へ
羽
ば
た
く
素
地
、
基

盤
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
と

も
歴
史
あ
る
名
門
校
・
伝
統

校
と
し
て
の
自
覚
と
覚
悟
を

醸
成
さ
れ
、
世
界
を
意
識
し

つ
つ
多
様
性
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
を
期
待
し
た
い

と
結
ば
れ
た
。

　
令
和
三
年
度
総
会
は
、
68

名
が
出
席
。
猪
俣
哲
夫
当
番

幹
事
長
（
高
28
回
）
が
開
会

挨
拶
と
、
招
待
で
き
な
か
っ

た
恩
師
の
思
い
出
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
土
田
新
吾
同
窓
会
長
（
高

16
回
）
は
、
昨
年
一
〇
月
に

百
二
十
周
年
記
念
式
典
が
規

模
を
縮
小
し
て
挙
行
さ
れ
、

記
念
事
業
の
「
記
念
誌
」
も

発
行
、
募
金
は
目
標
未
達

だ
っ
た
が
、
学
校
と
相
談
し

有
効
に
使
い
た
い
と
報
告
。

同
窓
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝

を
述
べ
、
ま
た
二
年
連
続
中

止
の
懇
親
会
を
来
年
こ
そ
実

施
し
、
同
窓
の
絆
を
深
め
た

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
引
き
続
き
、
吉
川
保
校
長

が
、
同
窓
生
の
日
頃
の
学
校

教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
改

訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
を

踏
ま
え
、
本
校
の
教
育
目
標

の
も
と
現
下
の
諸
課
題
に
対

処
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
事
業
報

告
、
決
算
、
新
年
度
事
業
計

画
、
予
算
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
、
役
員
改
選
年
に
当
た

り
、
会
長
に
土
田
新
吾
（
高

16
回
）、
副
会
長
に
石
黒
信

行
（
高
21
回
）、
吉
原
広
美

（
高
22
回
）、
真
貝
維
義
（
高

23
回
）、
栗
林
淳
子
（
高
27

回
）
の
各
氏
の
再
任
が
承
認

さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
新
潟
柏
会
顧
問
で
新
潟
大

学
名
誉
教
授
の
生
田
房
弘
氏

が
、
令
和
三
年
五
月
二
十
六

日
新
潟
市
内
で
亡
く
な
っ

た
。
九
十
二
歳
。
生
田
氏
は

令
和
元
年
末
、
心
不
全
で

新
潟
大
学
循
環
器
内
科
に

緊
急
入
院
し
動
脈
硬
化
に

伴
う
大
動
脈
辯
狭
窄
症
が

判
明
。
榊
原
記
念
病
院
で

手
術
後
の
令
和
二
年
三
月

以
降
同
大
学
病
院
や
自
宅

で
加
療
し
て
い
た
。

　
生
田
氏
は
三
島
郡
出
雲
崎

町
生
ま
れ
。
柏
崎
中
学
第

四
十
三
回
卒
。
新
潟
大
学
医

学
部
等
を
経
て
米
国
で
神

経
病
理
学
を
学
び
、
帰
国
後

は
新
潟
大
学
脳
研
究
所
で
教

育
・
研
究
を
続
け
日
本
の
神

経
病
理
学
の
礎
を
築
い
た
。

米
国
神
経
病
理
学
会
最
高
功

労
賞
な
ど
国
内
外
の
賞
を
受

賞
。
脳
研
退
官
後
に
は
新
潟

脳
外
科
病
院
ブ
レ
ー
ン
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し

て
研
究
や
後
進
の
指
導
に
あ

た
っ
た
。

　
柏
中
・
柏
崎
高
校
へ
の
母

校
愛
も
強
く
、
柏
高
在
校
生

へ
の
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
や
卒

業
生
の
同
窓
会
入
会
式
提
案

な
ど
貢
献
。
ま
た
、
新
潟
柏

会
で
は
平
成
五
年
か
ら
十
二

年
間
会
長
を
務
め
た
。「
皆

さ
ん
、
燃
え
な
が
ら
生
き
て

ま
す
か
？
」
と
力
強
い
激
励

が
常
だ
っ
た
。
令
和
元
年
六

月
の
新
潟
柏
会
総
会
で
は
、

生
い
立
ち
や
新
大
脳
研
に
保

管
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
脳
片
の
入
手
過
程

な
ど
も
詳
細
に
講
演
、
出
席

者
に
感
銘
を
与
え
た
ば
か
り

だ
っ
た
。
＝
新
潟
柏
会
記
＝

（
講
演
記
録
は
令
和
二
年
三

月
十
日
付
発
行
の
「
怒
涛
」

第
96
号
に
掲
載
済
み
）

▶
鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
、
小
説
の

中
に
も
登
場
す
る
。

　
明
治
に
な
り
時
代
は
か
わ

り
ま
し
た
が
、
柏
崎
は
危
機

的
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
一

つ
は
前
号
で
述
べ
た
よ
う

に
、
縮
商
売
の
衰
退
で
す
。

江
戸
中
期
か
ら
明
治
中
期
ま

で
、
柏
崎
の
経
済
を
さ
さ
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
縮
経
済

も
お
わ
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
危
機
は
明
治

期
に
約
十
年
ご
と
に
お
き
た

火
災
で
す
。
い
ず
れ
も
大
火

で
し
た
。
明
治
十
三
年
八
月

八
日
、
扇
町
（
現
在
の
西
本

町
三
丁
目
）
の
喬
柏
園
（
旧

柏
崎
公
会
堂
、
現
在
の
「
か

し
わ
ざ
き
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
・
ま
ち
か
ら
」）
の
脇

に
あ
っ
た
、貸
座
敷
（
料
亭
）

『
酢
屋
』
か
ら
出
火
、
折
か

ら
の
炎
天
下
、
西
本
町
一
丁

目
の
妙
行
寺
あ
た
り
ま
で
焼

き
つ
く
し
ま
し
た
。
当
時
柏

崎
の
戸
数
千
八
百
六
十
戸
の

う
ち
、
八
百
四
十
八
戸
が
焼

失
し
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
年
三
月
二
十
七

日
、
下
町
の
湯
屋
「
大
久
保

屋
」（
現
西
本
町
一
丁
目
、

大
光
銀
行
あ
た
り
）
よ
り
出

火
、
五
百
四
十
戸
を
焼
失
。

明
治
三
十
年
四
月
三
日
新
町

（
現

西
本
町
三
丁
目
）
貸
座

敷
「
日
野
屋
」
よ
り
出
火
、

焼
失
家
屋
千
二
百
三
十
戸
、

東
本
町
を
こ
え
、
比
角
村
ま

で
類
焼
し
ま
し
た
。
こ
の
火

事
で
柏
崎
大
半
が
焼
野
原
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
明
治
四
十
四
年

十
一
月
十
三
日
、
谷
町
桐
油

屋
（
現

八
坂
神
社
あ
た
り
）

よ
り
出
火
し
た
火
事
は
、
西

本
町
を
焼
き
、
枇
杷
島
村
ま

で
い
た
り
ま
し
た
。
当
時
の

戸
数
で
み
る
と
、
こ
の
四
十

年
間
で
、
二
回
全
焼
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
負
担
は
大
き

く
、
町
の
維
持
も
困
難
に
な

り
ま
し
た
。
町
で
は
防
火
の

た
め
、
全
町
に
六
カ
所
の
南

北
の
火
防
線
を
設
置
し
ま
し

た
。
第
一
火
防
線
は
西
本
町

三
丁
目
の
高
木
医
院
前
通
、

第
二
火
防
線
は
ね
ま
り
地
蔵

西
側
の
小
路
（
正
確
な
所
在

は
不
明
）。
第
三
は
旧
郵
便

局
、
ア
イ
ダ
写
真
館
前
の
通

り
、
第
四
は
東
本
町
一
丁
目

第
四
銀
行
側
の
通
り
、
第
五

は
東
本
町
一
丁
目
、
二
丁
目

の
交
差
点
の
通
り
、
旧
名
権

現
小
路
、
第
六
火
防
線
は
東

本
町
二
丁
目
東
北
電
力
の
通

り
で
す
。

　
火
事
は
い
ず
れ
も
風
上
の

扇
町
付
近
の
華
町
か
ら
の
出

火
で
し
た
。
町
で
は
こ
れ
ら

を
風
下
の
町
は
ず
れ
の
砂
丘

地
に
う
つ
し
、
新
花
町
と
名

ず
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
貸
座
敷
二
十
戸
の

う
ち
、
三
軒
が
料
理
業
に
転

業
し
ま
し
た
が
、
大
部
分
が

移
転
し
扇
町
、
新
町
（
現

西
本
町
三
）
に
は
広
い
空
地

が
の
こ
り
、
町
の
様
子
が
一

変
し
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
大
正
九
年
一
月

の
鉢
崎
大
火
、
昭
和
三
十
二

年
の
宮
川
大
火
が
あ
り
ま
し

た
。
前
者
は
五
時
間
で
ほ
ぼ

全
村
が
焼
失
し
ま
し
た
。
学

校
と
駅
舎
だ
け
が
残
り
ま
し

た
。
こ
の
大
火
で
は
、長
岡
、

見
附
、
直
江
津
の
消
防
車
が

か
け
つ
け
ま
し
た
が
、
火
勢

が
強
く
類
焼
防
止
の
た
め
、

建
物
取
り
こ
わ
し
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
前
年
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
１
年

で
あ
っ
た
。
年
明
け
早
々
の

１
月
８
日
に
発
令
さ
れ
た
第

２
回
緊
急
事
態
宣
言
は
３
月

21
日
に
一
旦
解
除
さ
れ
た

が
、
４
月
25
日
に
第
３
回
緊

急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
。
東
京
柏

会
総
会
は
、
当
初
７

月
３
日
（
土
）
開
催

を
目
指
し
て
い
た

が
、
結
局
見
送
る
こ

と
と
な
り
、
６
月
25

日
発
行
の
機
関
紙

「
と
っ
こ
つ
」
で
そ

の
旨
を
告
知
し
た
。

　

総
会
開
催
が
困

難
な
中
、
会
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
７
月

27
日
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
「
東
京
柏
会
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
を
開
設
し
、
３
月
に

母
校
に
着
任
さ
れ
た
吉
川
新

校
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
櫻
井
市
長
の
ご
挨
拶
、

母
校
の
敷
地
内
に
あ
る
六
つ

の
石
碑
の
紹
介
ビ
デ
オ
を

ア
ッ
プ
し
た
。
石
碑
の
紹
介

ビ
デ
オ
は
、
熊
倉
肇
前
校
長

の
ご
好
意
と
同
窓
会
校
内
幹

事
高
橋
哲
也
氏
の
お
骨
折
り

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
東
京
柏
会
幹
事
会
は
４
月

27
日（
火
）と
11
月
27
日（
土
）

に
開
催
し
、
東
京
柏
会
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、

昨
年
に
続
き
い
ず
れ
も
Ｗ
ｅ

ｂ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
で

あ
っ
た
。
幹
事
団
に
は
、
新

し
く
柄
澤
優
子
氏（
高
32
回
）

が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
関
西
柏
会
総
会
は
毎
年
10

月
末
に
開
催
す
る
の
が
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
秋
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
の
進
捗
計
画
の
予

測
か
ら
総
会
が
開
催
で
き
る

と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
デ
ル
タ
株
の
感

染
拡
大
の
た
め
、
２
年
続
け

て
総
会
の
開
催
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　
関
西
ま
で
来
ら
れ
在
住
す

る
柏
高
の
卒
業
生
は
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
総
会
は
い
つ

も
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
和
や

か
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
徴
は
毎
回
、
会
員
の

ど
な
た
か
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
い
つ

も
興
味
深
く
新
た
な
学
び
や

刺
激
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
た
だ
、
支
部
総
会
も
こ
こ

２
年
連
続
し
て
開
催
中
止
と

な
り
、
毎
年
常
連
で
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
大
先
輩
の

皆
さ
ん
が
90
歳
近
く
と
ご
高

齢
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
皆
さ
ん
の
健
康

を
大
変
気
に
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
こ
そ
は
総
会
を

開
催
で
き
、
大
先
輩
の

皆
さ
ん
の
元
気
な
お
姿

に
お
目
に
か
か
れ
る
と

共
に
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ま
と
も
再
会
で
き
る

こ
と
、
そ
し
て
新
た
な

参
加
者
に
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
新
潟
柏
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
二
、三
各
年
度
続
け
て

総
会
を
開
け
な
い
状
態
で

す
。
昨
年
、
新
潟
柏
会
創
設

七
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
ば

か
り
で
す
が
、
こ
ん
な
事
は

史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

新
潟
市
の
感
染
者
数

は
十
二
月
下
旬
段
階
で

三
千
六
百
人
余
。
全
県
と
の

人
口
比
で
言
え
ば
コ
ン
マ
以
下

で
す
が
、
ま
た
新
た
な
株
の

出
現
も
あ
っ
て
油
断
の
な
ら

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
当
会

顧
問
の
生
田
房
弘
氏
（
92
）

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
元
年
の
新
潟
柏
会
総
会

で
、
生
涯
を
か
け
た
脳
研

究
者
と
し
て
卒
寿
記
念
の
講

演
を
終
え
た
ば
か
り
で
し
た

（
本
号
「
怒
涛
」
三
面
に
訃

報
掲
載
）。◆　

　
　
　
◆

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
鎌
倉
在

住
の
横
村
出
氏
（
高
32
回
）

が
北
条
（
き
た
じ
ょ
う
）
毛

利
氏
を
題
材
に
し
た
「
放
下
」

（
新
潟
日
報
事
業
社
）
を
出

版
し
ま
し
た
が
、
著
者
は
同

窓
で
は
な
い
も
の
の
柏
崎
が

舞
台
の
歴
史
小
説
が
目
に
つ

き
ま
す
。（
例
え
ば
「
番
神
の

梅
」
＝
徳
間
書
店
や
「
流
転

の
中
将
」＝
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）。

　
分
野
が
異
な
る
の
で
異
論

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

当
会
の
平
山
征
夫
氏
（
高
15

回
）
が
回
顧
録
「
終
列
車
出

発
す
！
し
ゃ
べ
っ
ち
ょ
古
稀

か
ら
の
独
り
言
」（
創
藝
社
）

を
出
版
し
ま
し
た
。「
わ
た

し
は
こ
ん
な
知
事
に
な
り
た

か
っ
た
」（
朝
日
新
聞
出
版
）

に
次
い
で
二
冊
目
。
得
意
の

ジ
ョ
ー
ク
の
中
に
日
銀
を
経

て
新
潟
県
知
事
や
新
潟
国
際

情
報
大
学
学
長
等
の
経
験
か

ら
滲
み
出
る
視
点
は
秀
逸
。

〝
遺
言
〞
？
だ
そ
う
で
す
。

（３）　 第 100 号 柏中・柏高同窓会紙「怒涛」 2022年3月10日 第 100 号　（２）柏中・柏高同窓会紙「怒涛」2022年3月10日
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正
雄

（22）

（
高
16
）

海
の
恵 

魚
の
ア
ラ
で
作
っ
た

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
資
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評
価
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議
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肥
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社
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柏
崎
の
危
機
⑵

フ
ェ
ー
ス
to
フ
ェ
ー
ス
！

会 

長
　山
田
　
　修
（
高
17
回
）

新潟柏会

関
西
柏
会
総
会
の

開
催
実
現
を
願
っ
て
!!

会 

長
　中
山
　
　眞
（
高
20
回
）

関西柏会

生
田
房
弘
新
潟
大
学

名
誉
教
授
が
逝
去

新
潟
柏
会
顧
問

私の見たカタール、中東

記念文化講演会２年ぶりに実施令和３年度
同窓会総会の報告

 －ＬＮＧ事業を通じて－

熊木　　毅 氏（28 回）丸紅㈱理事

産文 文化ホールでの総会

矢代会長

吉川校長

がんばれ！同窓生 19

（高 32回卒）

作家・ジャーナリスト

がんばれ！同窓生

（高 32回卒）

作家・ジャーナリスト作家・ジャーナリスト

（高 回卒）

横村　出さん
よこむら いずる

1962年柏崎市生まれ。柏崎高
校32回卒、早稲田大学政経学
部、同大学院政治学研究科修
了。朝日新聞社入社後、ロシ

ア国立サンクトペテルブルク大学へ派遣留学、モスクワ
特派員、ナイロビ特派員等として各地を取材した。現在は、
歴史や現代世界を題材に小説を執筆する一方、国際紛争
や安全保障問題をテーマに早稲田大学エクステンション
センター等の講師も務める。主な著作に『チェチェンの
呪縛～紛争の淵源を読み解く』(岩波書店)があり、2021
年に故郷の歴史に着想した『放下～小説佐橋ノ荘』(新潟
日報事業社)を刊行した。神奈川県鎌倉市在住。

コ
ロ
ナ
禍
の
支
部
運
営

会 

長
　矢
代
　隆
義
（
高
20
回
）

東京柏会 支
部
だ
よ
り

10月30日（日）開催で計画
令和元年新潟柏会総会

第
五
火
防
線

  

権
現
小
路


